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 はじめに

富岡鐵齋(1837~1924)には「洞天福地 群倦集會」 と題した 仙境圏があり、
注1 … 村越英明「開館30 「群倦集会圏」

＊
1 と名付けられている 。

周年鐵齋ー仙境への道一」
鐵齋美術館、2005年、『鐵

齋：仙境への道：富岡鐵齋
没後90年』鐵齋美術館、
2014年、92。 匹B
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その賛には、 策書で二行 にわた り、 「 洞天福地 露倦集會」の八文字が記さ

れている。 鐵齋 81歳 の作である。 作品解説では、 「賛の「洞天福地 葦倦集会」

は、 「 神仙の住んでいる地 で、 多くの仙 人 たちが集会する」の意」と簡単 に紹

介されている冗
「 洞天福地 」 は、 唐、 司馬承禎（639~735)の『天地宮府圏』に十大洞天・

三十六小洞天・七十二福地 とあることによる
．3 。宋、 張君房撰『雲笈七鍛』(1017

~1021頃成立）巻二十七「 洞天福地」 は『天地宮府圏』 を収録している。 そ

の「十大洞天」 は、 「太上曰く「十大洞天 は、 天地名山の間に虚る 、 是れ上天

の墾仙に遣わし統治 せしむるの所」
・4 から始まっており、 鐵齋 はまさに、 そ

の部分を摘録しているのである。 鐵齋 は 「温洲仙境圏」
＊
5 の箱書きで、 「大正

十二年七月 。握雲笈七鍛作此並題答於魁星閣 。 八十有八隻鐵齋外史」と記し

ている。『 雲笈七鍛』 に拠 って作ったと書いているのである 。

中国や日本 の多くの神仙道教 の圏 のなかで、 た んに「 洞天」と記すもの、 ま

た 洞天 関係の山の名 を記すものはあるが、 洞天福地 の賛をも つものは、 鐵齋の

この一幅だけではな いだろう か。

圏 を見るに最上部に小さな洞窟が四箇所 、 うち二つに人が描かれ、 その下に

大きめの洞窟が描かれ、 多数の人物が描かれている。 まん中 にも 人が描かれる

洞窟があり、 その右下に小さな洞窟 、 また手前には大きな洞窟があり、 そこに

鹿が入ろうとしている。 鹿 は鐵齋の他 の洞窟にも 描かれている。

偉五代、 董源（10世紀前半）「洞天 山堂」、 明、 陸治(1496~1576)「仙山玉洞」、

明、 仇英 （1497~1552頃） の「玉洞 仙源圏」、 明、 張宏（？～？）「林屋洞」

等が、 題など に「 洞 」、 「 洞天」のつくものである。

明、 江阿玉(1587~?)撰『珊瑚網』巻三十五には「 洞天清暁圏」 という

圏が記されている。 圏 は残っていないと思われるが、 賛がある冗 「霧閣雲窓

練紺間 、 丹崖玉樹絶蹟板、 桃源胞尺無人識、 海上徐生漫往還」「何人結屋雲泉間」
「結麿萬山深虐也」「棲閣」といった句が見え、 建物が描かれていたことがわかる。

日本では、 雪舟(1420~1506)の「 山水長巻」にも 洞門が描かれるが、

すぐに屋根のある橋 につながっている。 鐵齋の 「餐水喫霞圏」にも似た ものが

描かれ、 その影響 を受けている可能性がある。
拙稿では富岡鐵齋の「群倦集会圏」 を中 心 に、 洞天福地 の語 をキー ワ ー ドと

して、 鐵齋の仙境圏 の特色 を 明らかにした い。

小高根太郎は、 「 鐵齋 は『 わしの絵を見る な ら、 まず賛を読んでくれ。』 と、

しばしば、 人に語 っているが、 彼は絵が出来てから賛を考えたのではなく、 ま

ず賛が先 に頭に浮んで、 そ れに相応しい絵を考えた ように思われる」と述べて

いる
’7 。 数 ある 鐵齋 関係の書籍のなかで、 賛に拘るのは小高根 ぐ らいであろう。

彼は「鐵齋研究」全72巻 の賛をすべて訓読し
＊
8 、 大意 をつけ、 その典拠 とな

注2 … 同上、作品解説、
251頁。 なお、この圏は
鐵齋研究所の『鐵齋研究』
には収録されていない。 同

名の「群倦集會躙」は、3
号に収録されるが、 異なる
闘である。

注3…後蜀、杜光庭（850
~933)も『洞天福地岳
泊名山記』を著している。

注4…太上曰、十大洞天者、
虚天地名山之間、是上天遣
養仙統治之所 。

注5・・・『鐵齋研究』1983年、
第65号、19。

注6… 明の黄鶴山樵、王蒙
(1306~1385年）の 賛
には「霧閤雲窓練紺間、丹

崖玉樹絶蹄板、桃源胞尺無
人識、海上徐生漫往還」と

あり、桃源郷や徐福のこと
が記されている。 他に河東

張翁、 金湊金謀、 壺中、箔
篭等の賛がある。

注7 ・ ・ ・ 『画聖鐵齋名作展』
（鐵齋名作展：画聖）、広島
県立美術館、1971年、「鐵
齋の賛文について」 （頁の

記載なし）。

注8 …訓読に関しては神田
喜一郎の校閲を得ていると
いう。
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る 資料を探し出している 。 拙稿でも 小高根の解釈を参考にしつつ、 鐵齋の道教

関係の賛をとりあげて考察した 。 ただし、 拙稿で取り上げた 部分 は、 賛が頭 に

浮かんだというよりも 、 道教関係の書籍の中にある 文章を賛 で書くことを想定

して選び出し、 賛の内容にあわせて絵を描いた よう に思われる 。

ー、 中国の仙境圏

中国には仙 山 に関する圏が数多くある。

地 に関わる ものについて紹介する 。

ここでは洞窟が描かれている洞天福

注9・・・許文美主編『何
虚是蓬莱：仙山圏特展

= Wh ereto paradise 
picturing mountains of 
immortality in Chinese 
aru 國立故宮博物院、

2018年、13。

圏03

圏04
偉五代董源洞天山洞

．，

同拡大

この絵 は無款であるが、 上部 に明の王鐸（1592~1652)の賛があり、 そ

こ で 「董源（生卒年不明）」 の作とされている。 雲と山が交わるとこ ろに大小
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の洞口がみえるとされる。「洞天山堂」の四文字は、 誰が書いたものかわから

ないが、 適切な名称だとされている。 王耀庭は、 茅山の三景法師、 劉混康の故

事と関連すると述べている·10。

圏 05、 06 明 陸治 仙山玉洞 縦150cm横 80cm

款識に陸治(1496~1576)自題の「玉洞千年秘、硲篭画•11に通じ来たる。

玄中 窟宅を蔵し、 雲裏棲裏を擁す。 巖賓天光の下、 瑶林地府開く。 温海の

外を須たず。 只尺［肥尺］に蓬莱を見る」が記され、「張公洞に作る。 包山陸治」

とみえる
拿12。 絵では、 大きく開いた洞窟の入り口が描かれ、 その前で二人の

人物が語りあっている。

張公洞は江蘇宜興縣の南にあり、 漢の張道陵の偉説にもとづいている。『雲

笈七蔽』所収の『天地宮府圏』福地七十二に「第五十九、 張公洞。 在常州宜興

縣。 員人康桑治之」としてみえる。 明、 李賢等撰『大明 一統志』巻十にも「張

公洞」のことが記されている。

圏05、 圏06

注10·•前掲『何慮是蓬莱：
仙山園特展』165頁。 なお、
この絵が華陽洞天茅山を描
いたもので、 華陽洞天を描
いた一連の山水画があるこ
とについては、陶金「茅山
宗教空間の秩序・歴史的発
展のコンテキストの探求と
再建」『洞天福地研究』第
4号 、 2013年を参照。

注11 …明、楊慎『丹鉛摘録』
巻十二に「蓋家有篭蓋、 雑
彩色蜜也」とみえる。

注12•••玉洞千年秘、 硲通
篭盛来；玄中蔵窟宅、雲裡
擁棲嘉。 巖賓天光下、瑶林
地府開；不須温海外、 只尺
見蓬莱。 張公洞作。 包山陸
治。
張公洞の現地調査は酒井規
史「第五十九福地「張公洞」
と周辺地域の宗教関連遺跡
の現況」『洞天福地研究』

第8号、2018年。
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圏07、 圏08

圏09、 圏10
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圏07、 08 明、 張宏 林屋洞 縦30.2cm横 31.8cm ·13 

『包山十景』冊の一幅。 林屋洞は『天地宮府圏』十大洞天の第九洞天である。

江蘇省蘇州にある。 洞窟の内部はかなり広いが、 ここでは外からみた多くの洞

穴が描かれている。 手前に小さく描かれた二人の人物がいる。「林屋洞」の文

字は張宏の自筆である。

圏09、 10仇英 桃園仙境圏 •14

桃園とあるので、 『三国志演義』の劉備・閣羽・張飛の桃園結義（桃園の誓い）

をあらわしているのだろう。 それが、 洞窟の中で行なわれているように描かれ

ている。

圏11、 12 明、仇英 玉堂仙源圏

仇英の「玉洞仙源圏」は、 東晋、 陶淵明(365 -427)の「桃花源記」の影

響はあるが、 洞天福地のイメージも看取されるという
拿

15。 同じく仇英の「桃

園仙境圏」と構圏もよく似ている。 前景に橋があり、 そのすぐ後ろに洞窟があ

圏11、 圏12

注13 …前掲『何慮是蓋莱：
仙山闘特展』。

注14···『明四家画集：沈
周・ 文徴明・ 唐寅・ 仇
英』天津人民美術出版社、
1993年、242桃園仙境闘。

注1 5… h ttp://www. 
chinanews.se/index.php/ 
content/index/pid/ 51 / 
cid/ 1086.html 201 7-11-
17 04:30:59 来源：陶金。
陶金氏が「中美元首茶叙背
后的那幅古画：洞天福地与
道教乞木」と題し、 トラン
プと習近平の会談の際に、

仇英のこの圏が掲げられて
いたことを紹介する。 全文
は長いため、 その冒頭部分
のみを紹介する。「明仇英
《玉洞仙源困》及局部故宮
博物院蔵。按照侍統的看法、

仇英的迭幅代表作反映流侍
千古的股境 “桃花源 ＂ 隠逸
主題：一位隠士在松下 l佃淡
而坐、 身前是 一姓溶洞、 童
子{l‘]不返処忙着撲果奉茶、
返処白云燎続子青山之fii]。
但如果我伯梢加留意仇英的
其他作品、 我伯会注意到迭
些状若臭芝的祥云以及青緑
的山水、 往往暗示着ー処彼
世的仙境；尤其是仇英所紳
愛的 “ 溶洞 ＂ 圏像、 也井非
世俗意又的一姓岩窟、 而是
承継了道家神学思想的 “ 洞
天福地 ＂」。 陶金の解釈に
よれば、これは陶淵明の「桃
花源記」の影醤を受けてい
るものの、 仇英が「溶洞」
の園像を酷愛していたこと
がわかる、 という。
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注16•••島尾新『雪舟の「山
水長巻」：風景絵巻の世界
で遊ぼう』小学館2001年、
14頁。

注 17••• 同 15 頁。

注18•••前掲『明四家画集：

沈周・文徴明・唐寅・仇英』
127。
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る。「玉堂仙源 圏」の方は、洞窟から川が流れ出しているため、人は川岸におり、

弾琴している。「桃園仙境 圏」の方は、 洞窟の中に三名の人物がくつろいでい

る様子が記される。 また後方の山の形もよく似ている。

二、 雪舟の山水長巻

雪舟の山水長巻は、 縦39.7 X横 1592.0 cmの大作である。「冒頭は、 山道

を上る高士の姿である。 その後ろに天秤棒に大きな荷物を担った童子が続く。

この高士と童子の姿は、 室町時代の山水画にはよく見られるもの。 誰かを訪ね

る 圏像である。 室町時代の人々は画巻をひらいた途端に『この先に建物がある

な』と予想できたはずだ。 そして、 このような世俗を離れた高士の姿は、 室町

時代の禅僧や武家など知識人と呼びうる人々にとって、 みずからの理想を投げ

かけるものだった」と •16、 この山水長巻の主人公として、 高士が設定されて

いる。 この高士は雪舟自身とみてもよく、また絵を見る者とみてもよいだろう。

童子については「この場合は、 召使いの少年。 童形で貴人などに使える者」
・17

とされている。

図13、 14 雪舟 山水長巻 部分

上の二つの 圏は、 いずれも「山水長巻」にみえる高士と従者の童子の 圏であ

る。 高士は大きく童子は小さく描かれている。

図15 雪舟 山水長巻 部分

山水長巻の中ほどに洞窟があり、 その中に座り込んで向き合う二人の人物が

描かれている。「洞窟のなかへ上ってゆく階段に座り込む二人の人物が見える。

二人は向かい合って語り合う風情。 俗世間から隔絶された岩山のなかでの清談

である。 この洞窟のなかの人物というのも、 夏珪風の山水 圏巻にみられる典型

的な 圏様」 *18とされている。 ここでは洞窟に触れる。 しかし、 洞窟が何をあ

らわしているのか、 といったことに関しては何の説明もない。

島尾新の「訪友」の喩えだと、 高士は童子を連れて、 友人を尋ねて出発し、

その友人の家ではなく、 洞窟の入り口で会ったということになる。 洞窟の後方

につながる道に、 洞窟を通り抜ける以外の岐路は描かれていないので、 この洞

窟はトンネルであろう。 ただし、 そこに座り込んで向き合っている人物を見る

と清談というよりも、 むしろ洞天福地のイメ ー ジを感じさせる。

島尾は別の書籍でも、この場面を取り上げる。 そこでは「岩のダイナミズム」

と題して、「洞窟のなかで語り合うふたりの高士、 そのまわりを岩が右回りに



圏13、 圏14

圏15

渦を巻く。そ して右へ出る 岩の迫力、 力動感 にあふれたハイライトのひとつ

だ」 と述べている
＊

19 。 ここでは岩の描き方については深く考察されているが、

やはり洞窟 自体に関しては何のコメントも な い。

洞窟のイメ ー ジとして員っ先 に思い浮かぶのは、陶淵明の「桃花源記」である。

仇英の「桃源問津圏 」•20 には洞窟に歩み入ろうとする 人物の背が描かれている。

しかし、 人物 はそ こ でくつろぐ わけではな い。

注19·•島尾新『もっと知

りたい雪舟：生涯と作品』

東京美術、 2012 年。

注20…前掲『明四家画集

沈周・文徴明・唐寅・仇英』

127。
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注21…『鐵齋研究』第56
号、 鐵齋研究所、五 仙風
道骨闘巻、1 981年。

注22…「贈潟員何充秀才」
『東波詩集註』巻二十七、宋、

王十朋撰、書蓋。

注23… 贈露員何充秀才
君不見路州別駕眼如電、 左
手桂弓横撚箭、又不見雪中
騎櫨孟浩然、跛眉吟詩肩蟄
山。

注24·・・餓寒富貴雨安在、
空有迫像留人間。 此身常擬
同外物、浮雲嬰化無縦跡、
問君何苦露我員。 君言好之
柳自適。 黄冠野服山家容、
意欲置我山岩中。勲名将相
今何限、往葛褒公興郡公。

1 02 洞天福地研究10

圏16

圏16仇英 桃源問津圏 部分

三、 鐵齋 の神仙関連の直l

鐵齋には神仙 関連の圏が多数 ある 。 ここ ではその中で拙稿の内容に関連 する

ものをいくつか紹介した い。

図17

〇仙風道骨圏巻 •21 44歳

紙本淡彩 巻子 20.2X 263.8 明治12年(1879)

遺像留人 間 •22 。 摘東波句 。

「遺像留人 間 」 は蘇賦の詩の一節 であり、 同詩には「意欲置我山 岩中」 とい

う旬がある 。 以下 、 その詩を掲げる 。

員を露し何充秀オに贈る 君見ずや路州の別駕、 眼電の如し、 左手に弓を
ひね しか

桂け横ざまに箭を撚り、 又た 見ずや雪中の馨に騎る 孟浩然、 眉を跛め 詩を
ふた いず

吟じ肩、 山を聟やかす•23 。 餓寒富貴、 雨つながら安くにか在るや、 空し
じんかん

く遺像を人 間に留むる 有り。 此の身、 常に擬して外物に同じう す、 浮雲婁
はなは

化し路跡無し、 君に問う 「何ぞ苦だ我が員を駕さん」 と。 君言う 「之を好
いささ たの

み聯か自ら適しむ」 と。 黄冠野服 す山 家の容、 意、我を山岩中に置かんと
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圏 1 7

は ば

欲。 勲名将相、 今何をか 限ま ん、 f生き て 窺す 褒公 と 郡公 とを •240

『 東波詩集註』 には、「 意欲置我山岩 中」 のあ とに、 「次公、 顧憔 之、 謝蜆の

像を 為るに 石岩 裏に 在 ら しむ と 云う、 此の子、 宜 しく 丘堅中に 置く べ し。 鯉自

ら謂え らく『 一丘一堅、 庚亮に 過ぎたり 』 と」 •25 と いう 注釈がつけ られ ている。

これは 顧薗之が 謝蜆を 石岩の 中に描き、「 此の子、宜 しく 丘堅中に 置か しむ べ し」

と述べた 話 と 結びつけ て い る。この 注釈は、『世説新 語』巧藝第二 十一の「顧長康、
う ち

謝幼輿を 書き、 巖石の 裏に 在 ら しむ。 人、 其の所以を 問う。 顧曰く、『 謝云う、
おも

『 一丘一堅、自 ら謂え らく 之に 過 ぐ』 と。 此の子、宜 しく 丘堅中に 置く べ し』 と」

•26にも と づいている。

「 遺像 留人 間」 と いう 題字は、蘇試の 詩を 通 し て顧憔 之の「巖石裏」「丘堅中」

にまでつながっ て い る 。 蘇試の 詩の「鴛員 （員を 鴛す ）」 と いう 言葉は、 人物

注25•••次公顧懐之為謝蜆
像在石岩裏云、 此子宜置丘
堅中、 蜆 自 謂一丘一堅過於

庚亮。

注26…顧長康、 叢謝幼輿、
在巖石裏。 人問其所以。 顧
曰、 謝云、 一丘一堅 自 謂過
之。 此子宜置丘堅中。

富岡鉄齋 と桐天福地 103 



注27• • •明、築詔鳳等撰 『洪
武正韻』 巻三 、「員」 に 「神
也」 とみえ る。 白川静 『字
通』 は 「た ま しい」と いう
訓をつけ る。

注28 …畳箱之エ亦為炒芙。
自古名士多或能之。 … … 武
烈太子偏 え に 能 く 浜を鴛
す、 坐上の賓客、 随宜勲染
即成数人。 以問童襦、 皆知
姓 名英。

注 29…昔。 巣居士。 事 東
海青童君。 苦 心屈節奉師。
港 暑 浜 寒 （ 無 憬 ） 無 怠。
（ 僅 ） 二 十年。 乃 口授八方。
使八節制服。 以應八卦。 若
人未能跨鶴騰臀。 優瀞干乾
坤之内。 守穎然之柔。 容色
不改。 壽満百年。 須服此薬。
神仙秘妙。 不可軽泄。 能久
服必登 （ 上 ） 仙。 右見雲笈
七鍛。

注 30… 『 鐵齋研究』 56 に
その指摘 があ る。 ち なみに、
『雲笈七鍛』 の文 は、 「太上

肘後玉経方八篇 霞棲子慮
道元 昔巣居子奉祀 東海青
童君。 節苦心寂奉師。 證具
暑雨祁寒無悌無怠。 僅 二十
年乃 口授八法。 手録聖方
曰、 若求跨鶴昇九雷。 未易
致也。 若優遊乾坤之内。 守
穎然之氣。 容色不改。 心目
清朗。 壽数百年。 不蹄可得
芙。 然神仙秘術、 不可偉非
其人。 長安年中、 巣居子以
寒棲子賢人也。使沐浴齋戒、
乃授其事。 至貞元八年、 寒
棲子以余不揆晒微瀞放自適
所従来者匪世俗之士無贅利
之交、 若天 興之正性乃偉之。
余以 ・ 棲子文華之士、 昔登
上科忽遺馳驚息心道門、 僅
六七 年。 其 ・ 法秘術無不得
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の像を 駕す際 に、 た ん に外形を窟すの ではな く、 そら貨
；
27 を 駕すので あろう。

なお 『顔氏 家 訓』雑芸 に「書綸のエ も亦 た妙を為す。 古 自 り名士多 く或い は之
ひ と

を能 くす。 … …武烈太子偏 えに能 く員を鴛 し、 坐上の賓客、 宜 に随い て勲染 し、

即ち敷 人を成 す。 以て童播 に問うに、 皆 な姓名を知 る」
拿
28 に「鴛 員」の典 拠

がみ える。

圏を 見ると、 人物の 右 から上にかけて岩が描かれてい る。 直接 ではない もの

の 洞天福地の 洞窟に繋 がる ように思 われる。

本 圏 には賛 が七 つつけら れ てい る。 ここ では涸天福地と関連 する ものだけを

とりあげた。

じよ く しよ ご かん

昔、 巣居士、 東海青童君 に事 え、 苦心屈節、 師を奉 ず。 海暑酒寒怠 ること

無く、 二 十年、 乃ち 八方 に口授 し、 八節を して制服 し、 以て八卦 に應ぜ し

む。 若 し人を して未 だ能 ＜ 鶴 に跨 り雷 に騰 り、 乾坤 の内に優滸 し、 顕然 の

栞を守 り、 容色改め ず、 壽、 百 年 に満 たざ らしむれば、 須 べからく此の薬
か2 も ら

を服 すべし。 神仙秘妙 にして、 軽 がろしく泄 す可 から ず、 能 ＜ 久 しく服す

れ ば必ず仙に登 ら ん。 右、 雲 笈七鍛 に見ゆ •290

とある 。

「右、 『雲 笈七 鍛』 に見ゆ 」と『雲 笈七 鍛』の文の ように記されてい る。 しか

し、 実際 には、 明、 『遵 生 八賤』 巻三、 太 上肘後玉綬 八方 に、 冒 頭、 「雲 笈七鍛

曰 」 として、 この文を 載 せてい る。 『雲 笈七 鍛』 巻之七 十四 ・ 方薬 ・ 太上肘後

玉経 方八篇の 文 は、 かな り長 く相違 がある
拿
300

東海青童君 につい ては、

第二委羽 山 洞 周廻 萬里、 被 して「大有空明の天」 と曰 う。 憂州黄巖縣 に

在り、 縣を去 ること三 十里、 青童君 之を 治 む•31

とみ える。

委羽 山 は我々 、 洞天福地研究会 が調査 した場 所 であり、 大形 による報告 も あ

る•32。 東海青童君 につい ては『 員震位業 圏』 に、 「九微太 員玉保 王 金閲上相 大

司命 高晨師東海 王青華 小童君」 とみ える。 その省略形 が東海青童君 にな る。 方

諸青童君、 上相 青童君 などとも呼 ばれ る。 神塚淑子 「方諸青童君をめぐ って」

に詳 しい ので、 それを借 りて紹介すると、

華陽 洞天の支配者 は定録君 （ 中茅君 ） と保命君 （ 小茅君 ） であるが、 この

二君 は司命君 （ 大茅君 ） に隷属 し、 司命君 は、 上に見た ように、 方諸青童

君 の統率 のもとにある。 したがって、 方諸青童君 は司命君 の要請を 受けて、



定 期的 に華陽洞 天を 訪れ 、 地 仙た ちの 修行の様子を 視察す るとされ てい る 。

このような方 諸青童 君と洞 天との 結び つきは 華陽洞 天の場合だけのことで

はない 。茅山 に方 諸青童 君の 乗った 車の 車輪の 迩が 残ってい ることを述べ 、

「諸有洞 天は 皆爾り 、 但に句曲のみ にあらず」 （『員 諧』巻 ーー） と 言っ て

い る 言葉が 示唆す る よう に 、 す べての洞 天が それ ぞれ に 東海の方 諸青童君

と 直接につながりを 持ち、 その 支配下 に 置かれ てい ると 考え られてい るの

であ る •330

つまり 、 方 諸青童君は 華陽洞天と つながっ てい ることがわか る 。 また「す べ

ての洞 天が それ ぞれ 東海の方 諸青童 君と 直接の つながりを 持ち、 その 支配下 に

置かれてい る」とあ るよう に 、 東海 青童 君は洞 天を 論ず る場合 に不可欠の 神仙

であったとわか る 。

旬 曲 に つい ては 、 前 掲、 神塚論文の 注 37 に、

洞 天の 観念と 洪水神話との関連を 見る上で 、 地 肺山 （ 浮山とも呼ばれ る ）

というものが 注 目され る 。『員詰』 巻 ーー に茅山のことを 「句 曲の 地 肺」

と 表現 し 、 その 注 に 「 水至れ ば則ち浮く 、 故に地 肺と 曰う」という 。『高

士偉』 ・『神仙博』 ・ 『抱朴子』など にも 地 肺山という語が 見え、 隠者 や仙人

の 住む所とされ てい る 。 また 、『遊名山 志』 （『藝文類察』巻 七所引） には「玉

溜山 、 ー名地 肺山 、 一名浮山」とあり 、 洞 天を 持つ山 （ 地 肺山 ）と 洪水の

時に水に浮か ぶ山 く浮山 〉 とを 同じものと 見なす 観念があったことがわか

る
＊
340 

とされ てい る 。 これは 、 十大洞 天の第 八に、

之、 而至理之要、 曾似未遇、
顧余有此遺祠留愛、 久之而
言、 余知其志士也。 心忘爵
禄、 遜時稲騒雅之。 什有而
若無買而若虚者哉。 必営羽
化雲飛。 岩止 ・ 鶴齊壽賣歴
乙雲気融資地仙」 と、 かな
り の長文である。 後半部分
は、 この賛と、 ほとん ど 関
わ ら ない。 『遵生八賤』は 『雲
笈七緞』 の文を節録 し た も
ので、 鐵齋は そこ か ら 賛の
文を潟 している。

注 3 1 … 第二委羽山洞 周
廻萬里琥曰、 大有空明 之天、
在塁州黄巖縣、 去縣三十里、
青童君治之。

注 32… 拙稿 「洞天にお け
る山 と洞穴一委羽山を例 と
して」 『洞天福地研究』1 号 、
好文出版、 2012 年、 同 「第
二洞天委羽山探訪記」。

注 33 … 神塚淑子 「方諸青
童君をめ ぐ っ て」 『東方宗
教 』 76、 日 本 道 教 学 会、
1990 年。

注 34…前掲、 神塚淑子 「方
諸青童君を め ぐ っ て 」 22

第 八旬曲山 、 洞 周廻ー百五十 里、 名づけ て金壇華陽の洞 天と 曰う 。 潤州旬 頁。

容縣の 闊に在り 、 紫陽員人 之を 治む•35
注 35 • • • 第八句曲山、 洞周
廻ー百五十里、 名 曰金壇華

と み える 。 ここ には 紫陽員人のことが 記されてい るが 、 「華陽」は 陶弘景の 住 陽之洞天、 在潤州句容縣屈、

んだ場所であり 、 その 号は「 華陽隠居」であ る 。 紫陽員人治之。

この 賛をみ るだけで 、 鐵齋は道 教や洞 天福地 に 対 し て 深く理解 し ていたとわ

か るのであ る 。
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圏 1 8

注36 · ・ ・ 『鐵齋研究』 第 65
号、 1 5

図18

0仙境高會 圏 •36 81歳 139. 5 X 42. 2 

「 仙境高會 圏」 は鐵齋 81歳 の時 の作である。 山 から小川 が流 れ小 さな橋 を
越 えたとこ ろに洞窟の入り口 がある。 洞窟の奥 には鹿 が横向 きに描かれる。 鹿
の頭 部 は見えない。 製 をた くわえ、 杖 をつき、 ゆ った りとした衣服 を着 た老 人
は、 迎 えにき た 仙 人 で、 その横 の白 い服 を着 た男 性 は尋ね てき た 高士 なのだろ
う。 老 人と話 をしている ため、 こ ち らに背を向 けている。 後 ろには荷物を棒 に

ゆ わえて肩にかついだ従者 がいるが、 老 人の方は向 かず、 右側 の洞窟の壁 を所
在なさげに見ている。

山の中腹 には、 楼 閣が連 なり、 山の上 方にも二階 建 ての小 さな建物が見える。
賛の 「煙霞問訊 し、 風月 相 知 る」 は『全唐詩』巻五 、 上官昭 容の 「遊 長寧公

主流杯池二十五首 」の「仰循茅宇、 俯時喬枝、 煙霞問訊、 風月 相 知」の下二旬

106 洞 天福地研究10



めぐ なが

である 。 賛には記されていないが、 「仰ぎ ては茅宇 を循 り、 俯 しては喬枝 を時 む」

も この一幅をあらわす旬 として、 まさにぴ った りである 。 おそ らく、 鐵齋 は下

の旬 を記して、 上の 部分を想起 させようとしているの だろう 。

箱 書き には、

ま さ

胸 中、 一粒の霊丹一粒 有りて、 方に能 く俗累 を脱化す。 便ち是れ倦居 なり
•37 

注37•• • 胸中有霊 丹 一 粒 。
方能脱化俗累。 便是倦居。

大正五 年三月 。 九九八 十一清煩悩主 （ 人） 鐵齋自 題答 。 （白 文 「鐵齋居士 」）

こ れを見れば、 賛 だけではなく、 箱 書きの 部分 も 鐵齋 を知 る ための 有力な手

がかりとなることがわかる 。

いずれにしても、 この画 に洞窟が描かれているの は、 その先の世俗 を超越 し

た倦居 に至 る道筋 ということになる 。

圏 1 9

〇葦傷高會圏 •38 83歳

絹 本着色 掛幅 共箱 175 . 4x 7 1.5 cm 

大正七年 ( 1918) 83 歳

注38・・・ 『鐵齋研究』 第56
号、21

「箪倦高會 圏」 は鐵齋 83歳の時の作 である 。 もとめに応 じて皇室 に献上さ

れた もの である 。

葦倦高會

甲子の春三 月八 日。 洞賓、 海上の諸 仙 と復 た山島の舎 に叙 す。 天（朗）氣清、

恵 （ 風） 和暢 せり。 座 には雲母の屏 を開 き 、 燻 には金狙の策を熱 く。 疏果
こ も つ ら こ と ごと

交ご も羅ね、 馨香 畢 ＜ 薦 む。 洞賓之 を悦ぶ 。 是に於 て諸倦と海螺の盃 を

學げ、 洪梁の醐 を酌み、 白苧の詞 を歌 い、 黄梁の曲 を賦 す。 触獅 相 い錯 わ
こ う わ

り、 康和競 い逐 う 。 洞篇 を吹き、 漁鼓 を撃ち、 檀板 を敲き 、 築筋 を舞 わし
ひるがえ ひ る がえ く ず

む。 綜袖 励 りて雲翻 り、 羽扇揮 いて月舞 い。玉山未 だ類 れず。 氷壺喝 き ず、

瑣府丹宮、 瑶嘉玉閲 と雖 も、 亦 た何ぞ今宵の宴 に異 ならんや 。 既 にしてタ
とざ

陽西 に墜ち、 新月 半 ば吐 く。 楚紬、 雲低 れ、 晩江、 煙鎖 す。 而 して露倦、

此 に至 りて興復 た浅 からず、 高 く銀燭 を乗 り、 再び歌 い再び詠 じ、 千載の

奇逢 を慶び、 人 間の楽事 を叙ぶ 。 勝會常に非 ず。 佳期再びし難 し。 鍾離老

師 自り、 以て列班の倦友 に至 る まで、 無不歓欣 交ご も暢びざ る は無き なり。
と も が ら す な わ

且つ吾 が｛齊、 長 生の術 を蓬莱 に得、 飛倦の跡 を海島 に寄 す。 塵鹿 と而ち 相

い遊び、風月 に到 し、 以て侶 と為 す。 洞口の丹芝 を採 り、 松 間の白石 を煮 る 。

毛 を抜き髄 を洗 い。 導飲服食 し、 名 山異島、 遍 く及ばざ る無し。 天上人 間、
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注39… 夙分、 宿命。

注40• • • 藁倦高會圏 甲 子
之春三月 八 日 、 洞賓興海上
諸仙 、 復叙干山島之舎。 天
（朗） 氣清、 恵 （風） 和暢

座開雲母之屏、 櫨熱金祝之
築、 疏果交羅、 馨香畢薦、
洞賓悦之。 於是興諸倦攀海
螺之盃、 酌洪梁之醒、 歌白
苧之詞、 賦黄梁之曲 、 触群

相錯、 限和競逐、 吹洞簡、

撃漁鼓、 敲檀板、 舞簗締、
採袖翻而雲翻、 羽扇揮而月
舞。 玉 山未頬、 氷壺不喝、
雖瑣府丹宮、 瑶嚢玉開、 亦

何異干今宵之宴也。 既而夕

陽西墜、 新月半吐、 楚軸雲
低、 晩江煙鎖、 而秦倦至此
興復不浅。 高乗銀燭、 再歌
再詠、 慶千載之奇逢、 叙人

間之榮事、 勝會非常、 佳期

難再。 自鍾離老師、 以至列

班倦友、 無不歓欣交暢也。
且吾僚、 得長生之術於蓬莱、
寄飛倦之跡於海島、 興粟鹿
而相遊、 到風月 以為侶。 採

洞口之丹芝 、煮松間之白石、

抜毛洗髄、 導飲服食、 名山
異島、 無不遍及。 天上人間、
頃刻而集、 或秦漢之英豪、
或風塵之逸客、 道骨倦風、
清姿芳格、 固不知有人間之

楽也。而今皆名標丹録、 （位）

列飛倦、 登偶然哉。 今吾興
諸仙相遇於仁壽之室、 蓋亦
夙分。 時夜方半、 萬籟無贅、
聞 有 白 鶴飛鳴千九皐之表、
翻翔於雲漢之間 、 四顧而下、

端集庭堵。 余熟視之、 思欲
蹄洞。 群倦亦相推而起。 子
是聯列洞、 乗羽輪、 指蹄塗
而共適、 浜沓謡子祥雲。 余
廼為賦之以記其事。 呂洞賓

撰。 大正七歳歳在戊午二月。

八十又三齢。 鐵齋外史蓋併
録。
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頃刻 にして集ま る。或い は秦漢 の英豪 。或い は風塵 の逸客 、 道骨倦風 、 清
じんかん

姿芳格 、 固 より人 間 の楽 しみ 有るを知 らざ る な り。而 るに今 、 皆 な 名 、 丹
しる

録 に標 し、 （位）飛倦に列 する は、 登 に偶然 ならんや。 今 、 吾 れ諸 仙と仁
ま さ

壽 の室 に相 い遇 す。蓋 し亦た夙 分 な り•39 、 時に夜方 に半 ば、 萬籟 、 贅無し。

白鶴飛びて九皐 の表 に鳴 く有るを聞 き、 雲漢 の間 に翻翔 し、 四 顧 して下 り、

庭堵 に端 集 す。余 れ之を熟視 し、 思い 、 洞 に蹄 らんと欲 す。 群倦も亦た相
おい

い推 して起 つ。是 に干 て洞に聯列 し、 羽輪 に乗 り、 蹄塗 を指 して共 に適く。
？ぽ

杏露 を祥雲 に1斥 る。余 れ廼ち為 に之 を賦 して以て其 の事 を記 す。 呂 洞賓撰。

大正七歳歳戊午二月 に在り。 八十又三齢
＊
40

鐵齋外史書併 せて録す
拿410

手前 に洞窟が見える。 「是に干 て洞に聯列 し、 羽輪 に乗 り 、 蹄塗 を指 して共

に適く」 と、 中に入ろうとするのではな く、 そ こ から出てくる 仙 人の姿 が描か

れてい る。 「長生 の術 を蓬莱 に得 、 飛倦の跡を海島 に寄 す」 とあり、 蓬莱山 を

含 む三 神山と関わり のあるこ とが記されている。「塵鹿と而ち 相 い遊び」とあ

るが、 鐵齋の他 の圏 では、 洞窟に塵鹿 を描くも のがいくつかある。「 洞口 の丹

芝」 も 他 の圏に描かれる。 鐵齋の書 は、 い くつかを総合 して見る必要 がある だ

ろう。 「洞に蹄 らんと欲 す」とある ため 、 蹄 る場所 もま た 「洞」 である。 「群倦

も亦た 相 い推 して起 つ」 と、 このあとも 洞口 から続々 と出てくるのであろう。

明らかに賛の内容にも とづ いて、 こ の一幅 が描かれていることがわかる。 鐵齋

が 「ま ず賛を読め」と言った のは、 このように賛 から発 想 された 絵を意識して

のことであろう。 な お、 賦 の作者とされる呂 洞賓 は八仙の一 人とされる 人物 で

寧
42 、 賦にみ える鍾離老師 も 八仙の一人 、 鍾離権 のことで あろう。 八仙の由 来に

関しては複雑 であるが、 現 在、 中国でも っとも よく知 られてい る 仙人たち であ

る。

圏 20

〇餐水喫霞 圏 85 歳

餐水喫霞圏 の最 下方 、 右側 に 「洞窟の入り口 」が描かれ、 そこに二人の人物

が対面 してい る。 右側 の人物 は立 っており、 頭 はま るめ て杖 をつき、 袈裟 を着

た僧形 である。口髭 があり、 体格 がよく太 ってい る。左側 の人物 は座 ってお

り、 や はり 頭をま るめ てい る。杖 は身体の前 に斜 めに抱 え込 んでいる。や は

り、 袈裟 を着 て僧形 である。顔 は面 長 、 中肉 中背で髭 はなく、 右の僧 よりも若

くみ える。二人 は会話 をしている ようにみ える。 「洞窟の入り口 」に見えるの

だが、 じつは後方 につづ くのは草ぶ きの屋根をもち窓 のある壁 をも つ橋 である

•
4

3 。その窓 からは別 の人物 の姿もみ える。



圏 20

洞窟に し て も橋に し て も 、 その先に別世界があ る こ と を暗示さ せ る も の であ

る 。

雪舟の 山水長巻に も よ く 似た構圏があ る 。 た だ し 、 雪舟は僧で あ る ため、 画

題 と して描かれる も の は仏教であ り 、 道士は描かれて いない。

注41•••唐の仙人 呂洞賓の

「群仙高會賦」 は 『道蔵輯
要』 第十二冊 「呂帝文集」
に 載 っ て い る が、 鐵齋が こ
こ に 用 い た 本 と 少異あ り 。
同書を参考 して脱字を補っ

てお く 、 と さ れる。 拙稿で

は、 さ ら に 拓本等を参考に
した 。

注42· · · 拙稿 「中 国人 と 道
教ー 『東遊記』 の八仙 を

め ぐ っ て 一」 、 中村琉八編

『中国人 と 道教』 汲古書院、
1998年 11 月 、 所収。

注43… ニ ー ダムは屋根の

あ る 橋を紹介 している。
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注44… 群倦祝壽、 余造此
園、 頗覺有仙氣也。 八十又

六斐 鐵齋

注45… 「余常讀倦書雲笈
七鍛。 遂造此園。 聯以賀 自
家之長壽也。 大正十年八月

甲子日。 八十又六翁鐵齋」

『鐵齋研究』 第 12 号、 鐵
齋研究所、 20 群傷祝壽園。

110 洞天 福地研究10

圏 21 、 園 22

圏 21 、 22

0群倦祝壽圃 86 歳

賛には、 「群倦祝壽、 余れ 此の 圏を 造り、 頗る 仙 氣有る 覺ゆるなり。 八十 又

六斐 鐵齋」
拿“とあり、 箱書に「 余れ 常に 倦書 雲笈七 鍛を 讀み 、 遂に 此の 圏

いわ

を 造る。 聯か以て自家の長 壽を 賀 うなり。 大 正十 年八月 甲子の 日。 八十 又六翁

鐵齋」 とみ える
拿
45。 八十 六歳の 鐵齋は 常に『雲 笈 七鍛』 を 読んで いる と自ら

述べて いる。 先にみ たよ うに 「洞 天福地 」 の語は 『雲 笈 七鍛』 にみ える語であ

る。「頗る 仙 氣有るを 覺ゆるなり 」と、 た んなる知識ではなく 、 それを 体得 し



ていた かのよ うに記している。

四、 鐵齋に対する評価

「群倦集會 圏 」を収 録 する 『 富岡鐵齋没後 90 年 鐵齋ー 仙境へ の道一』 の

紹介文には、

89 歳の長寿 を全う した富岡鐵齋 （1836-1924) は、 生涯 、 俗世に染 ま

ることを厭 い、 中 国の神 仙 思想 や老子 、 荘子 に親 しみ 、 文 人の理想 とする
世界 を求め ました。晩年 には長寿 を何よ りの幸せ と感謝 し、 自らを今 の世

の寿老人 にた と えま し た 。不老不死 の仙人が 住む と い う理想境に思いを馳

せ、 萬巻 の書を 読破 し て得た該博 な知識をもと に多くの仙境圏 を描きま し

た。 人々 は鐵齋 の長寿 にあや かりた いとそ れらを求め 、 数 多の傑 作が遺さ

れました。

鐵齋没後 90年 にあたり 、本展 では初期 の大作《 高士隠栖 圏・松雲倦境圏》 、

自身の姿を 露した 《寿老人像》 や、 鮮やか な彩色 の《 群倦集会圏》 や最 晩

年 の幸福感に満ち た美 しい《扶桑神境圏》 な ど 仙境圏 の数々 を御覧 いた だ
き ます

＊
460 

と み える 。

没後 、 90 年 をへ て、 あらため て鐵齋 の神 仙道教 関係の書画が注 目 さ れてい

るのである。そ して、 この書の表紙が 「群倦集會 圏」 である。

井上靖 は、 中央公論社 の『富岡鐵齋』のな かで、 「鐵齋 の仙境」 と いう 文章

を 書い ている 刀7
0

《温洲倦境圏》 は亡 くなる三日 前の作品 で屹立 した巨 大な 岩山の麓 に、

桃 であろう か、 今 を盛 りと咲 き誇 っている赤 い花 に取り囲 まれた幾棟 かの

民 家が 描かれてい る 。温洲というのは神 仙の住む島 である が 、 そ うし た も

のものしい感 じはな く、 春 先 き ののど かな農村風景 とでも 言いた いよ う な

ものである 。華やかで、 し かも端麗 、 鐵齋が 最 後 に行 きついた 心境は、 こ

のよ うにおだやかで、 明る く、 華やいだものであったのであろうか 。赤 い

花 の点 描は、 まる で作者 の生命が飛 んででも いる かのよ う である。《梅華

書屋圏》 と共 に鐵齋 の傑 作中 の傑 作と し ていい ものであろうと 思 う。

鐵齋 は死 を前 にし て、 《渓居 読書園》 、 《水墨清趣 圏》 、 《梅華 書屋圏》、 《 温

洲倦境圏》 の、 そ れぞ れのおだや かな理想郷 に遊 んだのである。 ここには
も う石 の棗 の上に仙境 を置 いたそ の少 し前の烈 しく、 きびしい 鐵齋 は居 な

い 。そ れからまたその前の、 長い 生涯 に於 て夢み続けた異 国の仙境も 、 そ

注 46 … h t t p s : / /www .  
museum.or jp/modules/irn_ 
event/?controller=event_ 
dtl&input[id]= 82260。 富
岡 鐵齋没後90年 鐵齋一
仙境への道一

注 47• • •小高根太 郎編集『富
岡 鐵齋』 （ 日 本の名画、井
上靖、 河北 倫明、高 階秀
爾編集 、3) 中 央 公論 社、
1 97 5年。
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注48· • • 前 掲『富岡鐵齋 』
99 頁 。

注49 …湯川弘 文社 、19 43
年。 本田成 之 は『支那経学
史論』 （弘 文堂書店 、19 40
年） を著 した学者で あり 、
富岡鐵齋に師事 して自身 も
文人蓋を描いてい る。

注50… 『 鐵齋研究』 第42
号、28 。

注51…同、 第1号、29 。
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こに遊び続 けて来た 鐵齋 も居 な い。

こん ど は実物 の前 に立 つことはできなか ったが、 同 じ この最 後 の年 に、

鐵齋 は《 山輝水婿 圏》 、 《勝景掌覧 圏） 、 《鍾膳降福 圏》 といった ものを描

いている。色刷 りで見る限 りでは、 いずれも日本的 仙境画 とな っており、

や はりのびのびと、 明る＜ 、 華 や いだものが画面か ら窺 える。 おそ らく実

際 にその作品の前 に立 っても 、 そこか ら受 ける ものは同 じ ものである筈 で

ある し、 同 じ ものであろ うと思 う。機会があった ら、 そ れを確かめ てみ た
いも のである

寧48
0 

と述 べている。

井上の感覚 では鐵齋の最 晩 年 のものは日本的 仙境画 であるという。 「温洲倦

境園 」 の「温洲」 は、 『史 記』封禅 書等 の蓬莱 ・ 方丈 ． 濠洲にもとづ くもので

ある。 しか し、後世 、 そ れらは日本 をあらわす、 とみ な された。江戸時代には「温

洲」が変化した 「東 温 」 が日本を さすようにな った。三神山 は中国 に由 来する

ものの、 いつのまにか日本 をあらわすようにな った。日本的 であることは、 む
しろ 、 当然 なのかも しれない。

本田成之 (188 2~1945 ) は『富岡鐵齋 と南蜜』 で、 洋画 家 、 正宗得三 郎

の評を載せ ている 。

現世 で、 日本 人ば かりでなく欧洲 の書 家にも会ったけれど も 富岡先 生 く

らゐ 特殊 な印象 を私 が受 けた 人 はな い。殊 に最 晩年 の先 生 に接 せる時 は現

世 と未 来とに跨 ってゐ る様 な 仙人 と対坐 してゐ る や う な感 じ がした。 仙人

と云 つても 、 ひか らびた意味 の仙人 でな く輝 きと永遠性 とをもち 、 ま るで

桃源に住んでゐ る 仙 人の様 な気持 であっ た。そ して先 生 の話 される一言一

句が不思議 な神韻 を帯び、 また筆談 中に筆墨 が紙 に鰯 れると、 そのものが

藝術 品と化する や うに思 はれた。

先生 はよく仙人 のことを話 され、 何時か私に ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 「仙人今猶在人 間」

と云 ふ文字 を書き、 そ れと共 に孫思選 と思 はれる 仙人 が病床 の人 に薬 を運

ぶ圏 を極粗蜜 で描かれたこ とがある•49

この話か ら鐵齋が日 頃 、 仙人 のことを口 にし、 「仙人今猶在人 間 （ 仙人今猶

お人 間に在り）」 、 つまり、 仙 人 はいまでも世 間 に存 在する 、 と述 べ、 またそ

の書画 を描いたこ とがわかる。 また 鐵齋自 身 のこ とを「… … 仙 人 と対坐 してゐ

る や う な感 じ がした」 と述 べている。孫思選 （5 41~68 2) は薬王 と呼ば れ、

医学 にも 道教にも通 じ ていた。 鐵齋には 「孫思選医倦象」
・
50 「孫 員人山居 圏」

•51 がある。



五 、 そ の他 の鐵齋 の 圏

詳 しく、 とりあげられなか った鐵齋のその他 の圏につい て、 簡単に記す。

0五嶽 員行 圏 （紙 本墨蓋 額装 29. 0 X 98 .3 40 歳代） •52 0扶桑倦境 圏
（絹 本着色 扇面額装 18 .7 X 55 .1 大正 六年 (191 7)8 2歳 ） •

5
3 は扇面 だが 、

画面 の中央 に洞窟が あり、 鹿が顔を覗かせ ている。 0東 温 神山 圏 （絹本着色

掛幅 共 箱132.5 X 42. 0 大正九 年 (1920)85 歳） は•54 、 下の方に瀧 と洞窟

が見え 、 洞 窟の中に人の姿がみえ る。 〇東漏神 山 圏 （絹 本着色 掛幅 13 2.5 
X 42. 0 大正九年 (1 920 )85 歳 ） •55 は、 画面 の下 に洞窟が二つあり、 右 には

鶴が二羽 、 頭を後 に向 け、 横向 きに描か れ、 左には何も ない。 0心遊倦境圏 （紙

本着色 掛幅 131 . 9  X 33.7 大正 十一年 (1 922)8 7歳）•56 0蓬莱倦境圏 （紙

本着色 掛幅 143.5 X 3 9. 0 大正 十三 年 (1 924)8 9歳 ） は
＊57 、 画面 の下に

洞窟が二 つあり、 右 には鹿が顔 を覗か せ、 左には童子が顔 を覗か せてい る。 な

お蓬莱倦境 圏 と題する 圏 はあわせて十幅ある。 0西 王 母像 （紙 本着色 掛幅

131. 0 X 47. 0 大正 十二年 (1 923)88 歳） は
＊
58 、 西 王 母 と桃を 描く。 有名 な

中 国の女神 であり、 のち に道教 の中 で高い地位を しめ る。 〇鴛 生帳 九 洞道

豊雨 は
＊59 、 岩に四 角 い 窓が三 つ開 けられ、 その右 にも 左 の窓 よりも少 し大き

い 四 角 い枠が あり、 奥 に 建物が ある ようにみえ るが判然 としない。 左 と右 には

人物の姿がみ える。 左の窓 の人物 は傘をか ぶり、 正面か らや や左向 きの人物が

すわってい る ようにみえ 、 左手に棒状 のものを持ち 、 前には茶 の道具が置か れ

てい る ようにみえ る。 右 の窓 の人物 は口髭 のある顔 を右 に向 けてい る。 こ れは

雪舟の絵の洞窟 に似てい る。

六、 賛を ど う 読むべきか

小高根太郎 は、 「鐵齋の賛 文につい て」 で以下のように述べてい る。

昨年 文化勲 章を も らった棟 方志功 は、鐵齋を神 のように崇拝 してい るが 、

まだ無名時代に、 おれは将 来鐵齋以上の作家になって見せ ると豪 語 し、 「鐵

齋 は学 問が ありすぎ た。 あんなに学 問に打ちこ んでい なか った ら、 彼の絵

は、も っと進 んでい た だろう。 」 とか 、 「鐵齋 とも あろう 人が 、 あの書は、 しゃ

れすぎ てい る。 」 など と、 小生 に語 ったこ とが ある。 こ れは作家 同志 の間

によく見か ける 、 よい意味 での敵慨心 なり競争意識 の発露 だか ら、 小生 は

軽 く聞 き流 しておい たのだが 、 鐵齋 ならば負 けてい ない で、 「お前 は無學

じ ゃ な。 」と棟方 に一喝 を喰 らわしたか も 知 れない。

鐵齋 は 「わしの絵を見る なら、 まず賛を読んでくれ。 」 と、 しばしば人

に語 ってい るが 、 彼は絵が出 来てか ら賛を考 えたのではなく、 まず賛が先

注 52…同 、第59号、 6。

注 53… 同 、第67 号、10 。

注 54… 同 、第32号、26。

注 55… 同 、第3 2号、26。

注 56… 同 、第5号、22。

注 57… 同 、第6 7号、19。

注 5 8… 同 、第32号、 29。

注 59… 本 田 成 之 『富岡鐵
齋と 南画』 園版に紹介 。
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注60… 『画聖鐵齋名作展』
会場 、広島県立 美術館、 会
期 1971 . 4/24 ~ 5/9 奥付
なし 、頁 なし。

注61 … 蘇浩 「山本寛山と
富岡鉄斎の交遊 について」
『或問』 71 、No.34、2018

年。
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に頭 に浮 ん で、 そ れに相応 しい絵を考 えた ように思 われる 。 今 日 では漢文

学 が一般 に衰 え、 最 高の 文化人の 間にも 、 鐵齋の 賛を読め る 人 は少 く、 賛

など読 む必要 はない、 かえって絵の鑑賞の邪魔 になるとする 考えすら現 れ

ている 。 なるほ ど 賛 文の 内容は理 解 でき なくとも 、 書の立派 さは十分に分

る し、 絵の 方は書よりも更 によく鑑賞 でき ることは事実 である 。 漢 字が全

く読 め ず、 書に対 する理 解 も ない諸 外国 で、 鐵齋があれほ ど尊敬 され愛 好

されるの も 、 ひとえに彼の 絵の素晴 しさが人々 を魅惑 する からであろう 。

だが、 こ れは鐵齋その 人にとっては、 全く不 本 意 なことだろ う 。 その 絵 だ

け鑑賞 して、 賛を読ま ずにすま すの は、 鐵齋の精 神を棄 て去 って、 形骸 だ

けを追 うことである 。 鐵齋の思 想を知 らずして、 その藝術を云々 する など

は、 全くおこがま しいことで、 鐵齋 を冒漬 する も甚 しいと言 うべき である
•60 

棟 方志功 (1903~1975) は日 本を代表 する藝術 家 である 。 しかも 鐵齋を

神の ように尊崇 していたという 。 その彼にして鐵齋の 本質 を全く理 解 していな

いことを、 小高根太郎 は辛辣 に暴露 している 。 「鉄斎 は学 問があり すぎ た 。 あ

ん なに学問 に打 ち こん でいな かった ら、 彼の 絵 は、 も っと進 ん でいた だろう」

という言葉 は、 文 人画 に対 する根本的 な 無理 解 を示 している 。 文 人の 深い教養

に裏打ち された 内面世界の発露 が文 人画 であろう 。 棟 方は、 その ことを全く考

慮 していない。 学 問に打ち込 まなけ れば、彼の 絵 はも っと進 んでいたの 「進 む」

とは、 たんに書の技術の ことを 述べている だけである 。 鐵齋の 絵 は、 その よう

な技術 だけでとらえられる もの ではな い。 た だし、 後世 、 棟 方は無學 ではあっ

ても 、 その信仰 によって獨 自の境地 に到達 している 。

鐵齋 は自分の 絵を 見る時 に、 まず賛を読めと言 っていた 。 董其 昌 (1555~

1636)の 「讀 萬巻 書， 行萬里路 」を自身の座 右の銘 とし、ま た山 本黄山 (1863

~1934)筆の扁額 「不読 五千巻 書者 、 無得 入此室 （五千巻の 書を読ま ざ る者 は、

この室 に入るを得 る 無かれ）」 を富岡家の玄 関に掲げていたという•6 1 。 萬巻の

半 分の 五千巻 でよいというの が面白 いが、 棟 方には門 をくぐ れなかった であろ

う 。

「その 絵 だけ鑑賞 して、 賛を読ま ずにすま すの は、 鐵齋の精 神を棄 て去 って、

形骸 だけを追 うことである 。 鐵齋の思 想を知 らずして、 その藝術 を云々 する な

ど は、 全くおこがましいことで、 鐵齋を冒漬 する も甚 しいと言 うべき である」 。

こ れは、 鐵齋全集 で、 鐵齋の 賛の すべてを 訓読 し、 訳を つけている 小高根 にし

てはじめ て発 しう る言葉 であろう 。

賛 は漢文 で記される 。 中国的教養を 身につけ、 少 なくとも 五千巻の 書物を読

ん ではじめ て、 鐵齋の 書画の輪郭 がおぼ ろげながらみ えてくる 。 鐵齋 は道教神

仙 関係の 圏を 多くあらわしている 。 先 にも 見た ように「蓬莱倦境 圏」と題する



圏 はあわせて十幅あり、 よく似た 題の圏 も数 多い 。そ れらの圏柄 や 賛 は、 そ れ

ぞ れ補い あって、 ひとつの思想 を形成 してい る ように思われる。一幅の圏 を解

釈する場合 に、 他 の圏柄 や 他 の賛が手助 けになる場合 がある。

おわ り に

洞天福地 など の仙境圏 は、 広い 意味 で山水画 に含 まれる。山水画 はその一幅
を掛 けることによっ て 、 室 内に居 ながら も 見る者 の心 を山 や川 のある景色 の中

に遊 ばせる事 ができ る。 居 ながら にし て心 は別 世界 に入り込 むのである。「心

遊倦境圏」 とい う 題は、 その山水が仙境であることを端的 にあらわしてい る。

洞天福地 に関わる 絵 は洞窟が示唆的 に描かれてい る。 洞窟 は、 山水画中 のさ

らなる別世界へ の入口 であって出口 である。一種 の画 中画 であろう。 描かれた

景色全体 がすでに洞天福地 であるのだろう。 洞窟 で談笑 する 人物がい る。一方 、

中に何も 描かれてい ない 洞窟の入り口 に、 その中 をのぞ き込 む鹿がい る。その

奥 に人 を誘 う かのよう である。奥 にはさらなる別天地 、 そここそが員の洞天福

地 であると暗示 させてい るのである。

本 文 で繰 り返 し 述べた ように、 鐵齋の圏 は、 まず賛を読 まね ばなら ない 。そ

れは鐵齋自 身 が熱望 し てい たことである。 文字 文化 に裏打ち された深い 教養 を

ベー ス とする中国的 文人世界 は、 その埒外にい る ものに、 反感 を抱 かせる事 も

あったのだろう。 しかし、 「漢 字が全 く読めず、 書に対 する理 解 も ない諸 外国 で、

鐵齋があれほ ど 尊敬 され愛好 されるのも 、 ひとえに彼の絵の素晴 しさが人々 を

魅惑 する からであろう」 と、その絵 は漢 字 文化圏以外 にも 受 け入れら れてい る。

その絵 から滲み 出る ものが感 動 を与 えるのであろう。

けれど も や はり、 賛を読み 解 く事 によって、 さらに深 く理 解 できる事 はい う

までも ない 。 「群倦高會 圏」 など は賛の内容にそ って圏が描かれてい る。 賛の

中 に呂 洞賓 や鍾離権 など具体的 な仙 人の名 がみ え、 そ れによって我々 は八仙の

故事 をイメー ジ し、 圏の内容と重ね合 わせることができるのである。 箱書き な

ど によって鐵齋 は『雲笈七緞 』 を愛 読してい たことが記され、 道 教 に関して深

い知 識を持 ってい たことがわかる。 「洞天福地 葦倦集會」 は、 神仙に憧 れる

鐵齋の画境の一 つの到達点 を示 してい る ように思われる。
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